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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
鹿
児
島
県
と
岐
阜
県
と

の
姉
妹
県
盟
約
四
十
周
年
を
記
念
す

る
式
典
が
開
催
さ
れ
、
日
置
市
で
は

「
関
ヶ
原
踏
破
隊
」「
伊
集
院
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
」「
日
置
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
」「
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
会
」

「
永
吉
南
郷
会
」
が
、
長
年
の
交
流

の
功
績
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
、

日
置
市
の
友
好
都
市
交
流
も
年
々
深

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多

く
の
方
が
被
災
さ
れ
、
尊
い
命
や
多

く
の
建
造
物
が
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
被
災
し
帰

郷
さ
れ
た
方
や
一
時
的
に
避
難
さ
れ

た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
関

係
機
関
と
の
災
害
時
の
応
援
協
定
の

締
結
を
進
め
て
お
り
、
災
害
時
の
支

援
の
円
滑
化
と
早
期
の
復
旧
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
の
備
え
と
危
機
意
識
が
重
要
で

あ
り
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し

た
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
活
動
の
育
成

と
強
化
に
力
を
注
い
で
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況

を
反
映
し
て
、
国
県
を
問
わ
ず
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
い
ま
だ
に
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
二
月
に
は
、
第
二
次
日
置
市

行
政
改
革
大
綱
の
答
申
を
受
け
、
足

腰
の
強
い
自
治
体
と
共
生
・
協
働
に

よ
る
行
政
経
営
の
た
め
の
行
動
計
画

が
示
さ
れ
、
鋭
意
行
政
改
革
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
行
政

運
営
の
効
率
化
を
進
め
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
各
種
施
策
の
推
進
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
、「
市
民
と
の
共
生
・
協

働
」
を
市
政
の
基
本
と
し
て
、
地
区

公
民
館
を
拠
点
に
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
、
第
二
期
地
区
振
興
計
画
の

実
施
に
向
け
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
市
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
良
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

地域と一体となり足腰の強い自治体へ
「市民との共生・協働」

新年のあいさつ

謹
賀

　
新
年

日置市長

宮路　高光
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
希
望
や
抱

負
を
胸
に
、
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
東
日
本
沿
岸
部
で
未
曾
有

の
大
地
震
が
発
生
し
て
、
多
く
の

方
々
が
犠
牲
に
な
り
、
い
ま
だ
に
深

い
悲
し
み
を
抱
え
た
ま
ま
生
活
を
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、

仮
設
住
宅
等
の
生
活
が
長
く
続
き
、

将
来
へ
の
生
活
設
計
に
不
安
を
抱
え

な
が
ら
新
年
を
迎
え
て
お
ら
れ
る
多

く
の
方
々
を
思
う
と
き
、
大
変
痛
ま

し
く
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い

が
い
た
し
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
世
界
経
済
状
況
を
み
ま
す

と
ア
メ
リ
カ
経
済
の
長
引
く
不
況
、

追
随
す
る
よ
う
に
ギ
リ
シ
ャ
を
は
じ

め
と
し
た
ユ
ー
ロ
圏
域
諸
国
の
財
政

の
悪
化
等
か
ら
円
高
で
苦
し
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
わ
が
国
の
輸
出
産

業
に
と
り
ま
し
て
は
大
き
な
損
害
を

抱
え
、
利
益
を
求
め
て
依
然
と
し
て

海
外
へ
の
転
出
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
日

置
市
内
で
も
大
手
電
器
企
業
の
事
業

縮
小
の
報
道
に
驚
き
、
身
近
に
国
内

産
業
の
空
洞
化
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
雇
用
面
で
の
対
策
が

こ
れ
か
ら
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
市
議
会
で
は
、
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
子
力
発

電
所
の
放
射
能
汚
染
事
故
を
重
く
受

け
止
め
て
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の

三
号
機
増
設
計
画
に
つ
い
て
、
い
ち

早
く
建
設
反
対
を
決
議
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
調
査
を
十
分
に
重

ね
な
が
ら
社
会
情
勢
を
見
据
え
た
審

議
を
行
い
、
効
率
的
な
議
会
運
営
に

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
多
難
な
財
政
状
況
と
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
済
環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
市
議
会
と
し
て
も
市
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
な
っ
て
安
全
・
安
心
な

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
所
存
で
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
方

に
と
り
ま
し
て
も
輝
か
し
い
も
の
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

市民の皆さまと一緒になって取り組む
「安全・安心な地域づくり」

日置市議会議長

松尾　公裕
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選
挙
権
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
権
利
が
付
与
さ
れ
る
成
人
。
そ

の
一
方
で
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、

地
域
社
会
や
国
の
発
展
の
た
め
に
貢

献
し
、
日
本
の
未
来
を
担
う
と
い
う

重
い
責
任
が
伴
う
成
人
。

　
新
成
人
と
し
て
の
門
出
を
祝
う
成

人
式
が
、
一
月
三
日
、
伊
集
院
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
振
り
袖
や
は
か

ま
、ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
集
ま
り
、

会
場
を
華
や
か
に
染
め
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
新
成
人
の
旧
友
と
の

再
会
を
喜
ぶ
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
聞
か
れ
、
昔
話
に
華
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
今
年
成
人
を
迎
え
る
宮

脇
駿
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演
奏
と
、
力
強

い
吹
上
青
松
太
鼓
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
宮
路
市
長
か
ら
の
式

辞
、
松
尾
市
議
会
議
長
の
祝
辞
に
始

ま
り
、
記
念
品
贈
呈
や
新
成
人
の
抱

負
発
表
が
行
わ
れ
、
新
成
人
の
門
出

を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　
無
事
に
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
こ

と
が
で
き
た
成
人
式
。
そ
こ
に
は
陰

で
成
人
式
を
支
え
た
新
成
人
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

　
成
人
式
の
成
功
の
裏
に
は
、
同
じ

新
成
人
二
十
三
人
の
努
力
が
あ
り
ま

し
た
。

　
成
人
式
の
約
三
カ
月
前
か
ら
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
成
人
式
の
た
め
に

奔
走
し
た
成
人
式
実
行
委
員
。
当
日

の
式
の
進
行
や
記
念
品
の
決
定
、
記

念
樹
の
植
樹
な
ど
成
人
式
を
陰
で
支

え
続
け
た
実
行
委
員
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
ま
し
た
（
次
頁
左
下
か
ら
参

照
）。

　
謝
　
辞�

十
じ
ゅ
う

田だ

　
智さ

と

史し

　
本
日
、
私
た
ち
は
、
晴
れ
て
成
人

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
ま
ず
、
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
同
じ
年
に
生
ま
れ
、

日
置
市
と
い
う
素
晴
ら
し
い
地
で
出

会
い
、
友
情
を
は
ぐ
く
み
、
助
け
合

い
な
が
ら
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

　
今
の
私
た
ち
が
あ
る
の
は
、
か
か

わ
り
を
も
つ
多
く
の
人
た
ち
の
支
え

に
よ
っ
て
、
大
切
に
育
て
ら
れ
て
き

た
か
ら
で
す
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
、
成
人

に
な
っ
た
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
の
気
持
ち
を
胸

に
刻
み
、
希
望
と
責
任
を
持
っ
て

各
々
が
選
ん
だ
道
を
し
っ
か
り
と
歩

ん
で
、
社
会
に
少
し
で
も
お
返
し
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
わ
た
し

た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
式
典

を
開
い
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

方
々
、
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
の
人

生
に
関
わ
っ
た
、
全
て
の
人
た
ち
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
日
は
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
謝
辞
よ
り
抜
粋
）

☆
新
成
人
と
し
て
の
門
出

☆
陰
の
立
役
者

平成 23年新成人
地域名 男　性 女　性 合　計
東市来 49 48 97
伊集院 108 134 242
日　吉 27 23 50
吹　上 26(115) 32(47) 58(162)
合　計 210(299) 237(252) 447(551)

※ (　) は吹上高等技術専門学校・県立農業大校生を含めた人数
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実 行 委 員 の

これからの抱負

意見を出し合って

記念品ラベル案決定

本番へ向けてリハーサル

　　　繋がり深まる想い

実行委員初めての

　　　　顔合わせ

いよいよ本番

協力して記念植樹

番外編

05当日へ

03

04

0201

抱負

協力

絆

投合出会い
　10 月 18 日に１回目の成人式打ち合わせ会。伊集院、
東市来、日吉、吹上の各地域から実行委員を引き受けて
くれた成人の皆さんが集まりました。みんな初めての顔
合わせで、同じ地域の人は知ってますが、他の地域の人
は知らない人ばかり。自己紹介から始まり、それぞれが
まわりの様子を見ながら控えめの打ち合わせになりまし
た。

　11 月８日に２回目の成人式打ち合わせ会。実行委員長
や謝辞を述べる成人の選出など、それぞれが本番に担当す
る係が決まりました。今回は２回目ということもあり、地
域を越えて意見が飛び交う様子も。
　第１回目の打ち合わせで決まった記
念品の焼酎ラベル案もたくさん集まり
ました。提案された中からどの部分を
使っていくのか話し合いをしました。

　12 月 20 日本番前最後の打ち合わ
せ会。成人式の冊子作りとリハーサ
ルをしました。
　発表の時の立ち位置の
確認や、本番さなが
らの通しの練習に、
いつもにまして実行委
員も真剣な表情をしてい
ました。

　それぞれの出番を他の実行委員が見守りながら順調にリハーサルをこなしました。
最後はみんなとびっきりの笑顔で記念撮影。
　残すは本番。２回の打ち合わせ、植樹を通して実行委員の絆は一つになりました。

☆第１回打ち合わせ
・自己紹介
・記念品の決定
・今後の流れの説明

☆第２回打ち合わせ
・担当の決定
・記念品ラベルの提案
・リハーサルに向けて

地
域
ご
と
に
記
念
植
樹
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第

５

期

介

護

保

険

事

業

計

画

厳
し
さ
を
増
す
介
護
保
険
財
政

介
護
保
険
料
を
改
定
（
引
き
上
げ
）
し
ま
す

　
介
護
保
険
事
業
は
、
市
町
村
（
保
険
者
）
が
３
年
ご
と
に
つ
く
る
『
介
護
保

険
事
業
計
画
』
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
平
成
24
年
度
か
ら

の
第
５
期
計
画
を
策
定
中
で
す
が
、
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
こ
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
定
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。

　
増
え
続
け
る
介
護
認
定
者
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
、
今
月
は
介
護
保
険
料

の
改
定
に
向
け
て
、
本
市
の
介
護
保
険
制
度
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
が
納
め
る
保

険
料
と
、
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保

険
者
）
が
納
め
る
保
険
料
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
介
護
給
付
費
に
対
す
る
負

担
割
合
は
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画

期
間
（
平
成
21
年
度
～
23
年
度
）
で
は
、

第
２
号
被
保
険
者
の
保
険
料
が
30
％
、
第

１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
が
20
％
の
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
号
被
保
険
者
は
、
医
療
保
険
と
合

わ
せ
て
介
護
保
険
料
を
医
療
保
険
者
に
納

付
し
、
第
１
号
被
保
険
者
は
、
医
療
保
険

と
は
別
に
介
護
保
険
料
を
市
（
介
護
保
険

者
）
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）

の
保
険
料
は
本
市

が
設
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
額
は
、

市（
介
護
保
険
者
）

が
３
年
ご
と
に
策

定
す
る
介
護
保
険

事
業
計
画
に
お
い

て
、
向
こ
う
３
年

間
に
必
要
と
な
る

介
護
給
付
費
を
は

じ
め
と
す
る
介
護

保
険
事
業
費
総
額

の
見
込
み
に
基
づ

い
て
決
定
し
て
い

き
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度

が
始
ま
っ
て
か

ら
、
本
市
の
介
護
保
険
料
は
右
表
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

３
０
０
０
円
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保

険
料
は
、
第
２
期
で
３
８
８
０
円
、
第
３

期
で
３
９
８
０
円
と
上
昇
し
て
い
ま
す

が
、
第
４
期
（
現
在
）
で
は
、
こ
れ
ま
で

積
み
立
て
ら
れ
た
「
介
護
給
付
費
準
備
基

金
」
を
取
り
崩
す
こ
と
で
、
第
３
期
の
保

険
料
を
そ
の
ま
ま
据
え
置
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
現
在
の
保
険
料
は
、
県
平

均
、
全
国
平
均
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
介
護
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ
る

本
市
の
介
護
給
付
費
は
、
右
表
の
よ
う
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
給
付
費
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ

日置市の介護保険料の推移
計　画 期　　間 保険料月額 備　　考
第１期 12 年度～ 14 年度 3,000 円
第２期 15 年度～ 17 年度 3,880 円 前期対比　129％
第３期 18 年度～ 20 年度 3,980 円 前期対比　103％
第４期 

（現在） 21 年度～ 23 年度 3,980 円 県平均　　4,172 円 
全国平均　4,160 円

第４期介護保険（介護給付費）の財源構成
介護保険サービスの費用（介護給付費）

90％�
介護保険より負担

10％�
自己負担

公費負担（国・県・市）�
50％

第２号保険料�
（40歳～ 64歳）�

30％

第１号保険料�
（65歳以上）�

20％

　介護認定を受けた人が利用する介護サービスの費用（介護給付費）は、
原則としてかかった費用の１割を、まず利用者が負担し、残りの９割を
被保険者の保険料と公費で負担することになっています。
　費用の９割については、被保険者の保険料が過大なものとならないよ
う、全体の約 50％が、国 ･ 県・市の公費から負担され、残りの 50％が
40 歳以上の人に納めていただく介護保険料でまかなわれています。

65
歳
以
上
の
保
険
料
は
介
護
保
険

事
業
の
費
用
に
基
づ
き
、
市
が
設
定

22
年
度
の
介
護
給
付
費
は

�

44
億
円
を
超
え
る

介護給付費の推移 （単位：千円）

第３期事業計画 第４期事業計画
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
実績 実績 前年対比 実績 前年対比 実績 前年対比 実績 前年対比 18年度対比

居宅
サービス

金額 1,868,915 1,945,824 104.1% 2,039,977 104.8% 2,214,980 108.6% 2,343,880 105.8% 125.4%
件数 52,431 50,631 96.6% 50,853 100.4% 54,663 107.5% 56,458 103.3% 107.7%

施設
サービス

金額 1,771,818 1,773,193 100.1% 1,793,617 101.2% 1,872,177 104.4% 1,949,581 104.1% 110.0%
件数 13,253 13,327 100.6% 13,767 103.3% 13,851 100.6% 14,108 101.9% 106.5%

高額介護
サービス

金額 84,620 77,590 91.7% 81,546 105.1% 89,510 109.8% 110,830 123.8% 131.0%
件数 8,446 7,600 90.0% 8,024 105.6% 8,706 108.5% 9,715 111.6% 115.0%

審査支払
手数料

金額 5,383 5,291 98.3% 5,350 101.1% 5,658 105.8% 5,538 97.9% 102.9%
件数 56,664 55,690 98.3% 56,313 101.1% 59,553 105.8% 62,226 104.5% 109.8%

合　計
金額 3,730,736 3,801,898 101.9% 3,920,490 103.1% 4,182,325 106.7% 4,409,829 105.4% 118.2%
件数 130,794 127,248 97.3% 128,957 101.3% 136,773 106.1% 142,507 104.2% 109.0%
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り
増
加
し
続
け
、
平
成
22
年
度
の
給
付
費

総
額
は
約
44
億
９
８
０
万
円
と
、
現
行

の
保
険
料
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
18
年

度
と
比
較
し
て
18
％
、
金
額
に
し
て
約

６
億
７
９
０
０
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
み
て
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が

続
き
、
介
護
給
付
費
は
今
後
も
さ
ら
に
増

大
す
る
と
見
込
ま
れ
、
全
国
の
自
治
体
で

介
護
保
険
制
度
の
財
源
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
度
か

ら
の
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
は
、
介
護
保
険
料
の
全
国
平
均
は

５
０
０
０
円
を
超
え
る
見
込
み
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。　
　

　

本
市
で
も
増
大
す
る
介
護
給
付
費
に
対

し
、
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
、
平
成
18

年
度
と
変
わ
ら
な
い
保
険
料
で
厳
し
い
運

営
を
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
施
設

等
整
備
の
影
響
を
考
え
れ
ば
、
第
５
期
計

画
に
お
い
て
は
、
保
険
料
の
大
幅
な
引
き

上
げ
は
避
け
ら
れ
ず
、
５
０
０
０
円
程
度

に
は
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
増
大

が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
保
険
料
の
上
昇
を

抑
え
る
た
め
に
は
、
効
率
的
な
運
営
で
、

保
険
給
付
の
重
点
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
、効
率
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

要
介
護
、
要
支
援
の
認
定
者
も
同
じ
よ

う
に
増
え
て
い
ま
す
。
左
上
の
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
４
月
現
在
、
第
１
号
被
保
険

者
の
認
定
者
の
総
数
は
３
０
８
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
と
比
較
し

て
、
２
７
４
人
の
増
、
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
に
対
す
る
認
定
者
数
の
割

合
で
あ
る
「
認
定
率
」
も
21･

３
％
と
２

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
介
護
度
も
要
介
護
５
の
割
合
が
高

く
な
る
な
ど
、
重
度
化
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
市
設
置
）」
が
実
施
す
る
「
地

域
支
援
事
業
」
の
財
源
と
し
て
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
支
援
事
業
と
は
、
要
支
援
・
要
介

護
な
ど
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
前
か

ら
介
護
予
防
を
推
進
し
、
高
齢
者
が
地
域

に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る

よ
う
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
主
な
事
業

は
大
き
く
「
介
護
予
防
事
業
」「
包
括
的

支
援
事
業
」「
任
意
事
業
」
の
３
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

全
国
平
均
で
５
０
０
０
円
を
超
え
る
見
込
み

日
置
市
も
大
幅
な
引
き
上
げ
に

要
介
護
・
要
支
援
の

認
定
者
も
年
々
、
増
加

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業

第１号被保険者の要介護（要支援）認定者の推移 （単位：人）

年度
区分 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

要支援１
人数 － 58 566 501 462 432
割合 － 2.1% 20.5% 17.5% 15.5% 14.0%

要支援２
人数 － 27 376 430 455 490
割合 － 1.0% 13.6% 15.1% 15.2% 15.9%

経過的 
要介護

人数 704 694 － － － －
割合 25.1% 25.2% － － － －

要介護１
人数 803 729 445 447 491 503
割合 28.6% 26.4% 16.1% 15.7% 16.4% 16.3%

要介護２
人数 345 315 379 424 457 473
割合 12.3% 11.4% 13.8% 14.8% 15.3% 15.3%

要介護３
人数 326 353 368 419 397 405
割合 11.6% 12.8% 13.4% 14.7% 13.3% 13.1%

要介護４
人数 350 309 344 351 396 376
割合 12.5% 11.2% 12.5% 12.3% 13.3% 12.2%

要介護５
人数 282 275 278 284 327 405
割合 10.0% 10.0% 10.1% 9.9% 11.0% 13.1%

合　計 2,810 2,759 2,756 2,856 2,985 3,084
増減（対前年） － △ 51 △ 3 100 129 99

認定率 
（第１号認定者数／ 
第１号被保険者数）

19.3% 18.9% 18.9% 19.4% 20.3% 21.3%

※数字は各年度の４月末現在の数値です。

●費用のめやす
サービスの種類 介護度 費　用

デイサービス
要介護１ １回あたり� 6,770 円
要介護５ １回あたり� 11,250 円

デイケア
要介護１ １回あたり� 6,880 円
要介護５ １回あたり� 13,030 円

特別養護老人ホーム�
（ユニット型個室の場合）

要介護１ １月あたり� 200,700 円
要介護５ １月あたり� 282,300 円

老人保健施設�
（ユニット型個室の場合）

要介護１ １月あたり� 244,800 円
要介護５ １月あたり� 307,500 円

　介護サービスにかかる費用は、介護度に
よって大きくかわってきます。
　要介護状態にならないことはもちろんですが、介
護が必要な状態になっても、重度化しないよう、リ
ハビリや適切な保健医療、福祉サービスなどを利用
することで、能力の維持向上に努めることが給付費
の抑制、さらには介護保険料の上昇を防ぐことにつ
ながります。
　下表は主なサービスの費用のめやすです。
　自己負担は１割ですが、実際の費用はとても大き
いことがわかります。
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住民税（市県民税）、国民健康保険税の申告が必要な方 　※　所得税の確定申告をする方は、住民税の申告は不要です。
●　簡易フローチャートの「住民税（市県民税）、国民健康保険税の申告をしてください」にあてはまる方 
　・勤務先から市に給与支払報告書が提出されていない方 
　・課税（非課税）証明書や所得証明書の必要な方（収入のない方も申告してください） 
　・�国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している方、国民年金保険料の免除申請をする方、市営住宅に住んでいる方、

各種手当を受給している方
　・遺族年金・障害年金などの非課税の年金を受給している方
　・税法上の扶養になっているが、扶養者が市外在住の方（単身赴任中の配偶者に扶養されている方など）
　※�　収入のない方でも、国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している方が、保険料の減額や高額療養費の支給を受け

る場合には申告が必要です。
申告に必要なもの

　⑴　印鑑
　⑵　平成23年中の収入状況がわかるもの
　　 ア　給与・公的年金の源泉徴収票、給与支払明細書など
　　 イ　営業、農業、不動産など収入額や販売額および必要経費など収支が分かる帳簿や領収書等
　⑶　控除を受けるための必要書類
　　 ア　平成23年中に支払った医療費（介護サービス自己負担分を含む）
　　 イ　健康保険料・国民年金保険料などの領収書、生命保険料・地震保険料などの控除証明書 
　　 ウ　学生証【勤労学生控除】
　　 エ　障害者手帳、※障害者控除対象者認定書など（※詳細は福祉事務所まで）【障害者控除】
　　 オ　配偶者の収入を証明するもの【配偶者特別控除】
申告の日程 　所得税は税務署へ！

　・住民税：平成24年度住民税（市県民税）・国民健康保険税申告相談日程表のとおり
　　 ※申告期間中は、日程表にある実施場所へ職員が出向くため、市役所での申告は３月12日～15日しか原則受付できません。
　・所得税：譲渡所得⇒２月16日㈭～３月15日㈭　午前９時～正午　午後１時～午後４時（土・日曜日および祝日除く）
住民税（市県民税）の住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン控除）

●�　住民税（市県民税）の住宅ローン控除を受けるにあたり、市役所への申告は原則不要です。ただし、住宅ローン控除が１
年目の方、年末調整が済んでいない方、給与所得以外の所得がある方などは、３月15日㈭までに税務署に確定申告をして
ください。
所得税の確定申告が必要な方

●　簡易フローチャートの「所得税の確定申告をしてください」にあてはまる方 
　・事業所得や不動産所得、譲渡所得などがある方 
　・�給与所得があり、⑴給与の収入金額が2,000万円を超える方、⑵給与・退職所得以外の所得金額の合計額が20万円を超え

る方、⑶給与を２カ所以上から受け取っている方　ほか
公的年金所得者の確定申告手続きの簡素化

●　�平成23年分の確定申告から、公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以
外の所得金額が20万円以下である場合には、所得税について確定申告が不要となりました。しかし、住民税（市県民税）、
国民健康保険税の申告は必要です。

（注意）�　医療費控除などにより所得税の還付を受ける場合や株式等に係る譲渡損失の繰越控除など、申告書の提出が控除適用
の要件となっている場合などは確定申告書を提出することができます。

確定申告をすることで税金が戻る方
●�　給与所得がある方で、雑損控除や医療費控除、寄附金控除、住宅借入金等特別控除、政党等寄附金特別控除などを受ける

ことができる方 
●　平成23年中に退職して再就職しなかった方で、年末調整を受けなかった方（源泉徴収税額のある方）　ほか 
パソコンから確定申告書もできます

●�　税務署では、申告や納税などの手続きが税務署や金融機関に出向くことなく、インターネットを通じて行うことができる
「e － Tax」のサービスを提供しています。e － Tax では、所得税や消費税の申告、すべての国税の納税、各種届出書の提
出などを自宅や事業所のパソコンで行うことができます。
お問合せ先
●　住民税（市県民税）、国民健康保険税の申告 　　　　　　　　　　　　　●　所得税・譲渡所得・贈与税・消費税の申告
　　本庁税務課市民税係　　　　　　電話：273-2111　　　　　　　　　　　    伊集院税務署　電話：273-2541
　　東市来支所地域振興課市民税係　電話：274-2111
　　日吉支所地域振興課市民税係　　電話：292-2111
　　吹上支所地域振興課市民税係　　電話：296-2111

～平成24年度住民税（市県民税）、国民健康保険税及び平成23年分所得税の申告について～
　平成 24 年度から、地域 ( 東市来・伊集院・日吉・吹上 ) に限定されることなく、日程表にある実施場所
であればどこでも申告することができます！！

※一部地域を除きます。詳しくは申告相談日程表をご覧ください。

例えば・・
・伊集院にお住まいの方が、吹上にお住まいのご両親と一緒に吹上の会場で申告ができる。
・ご自分の都合のよい日程と場所で申告ができる。など
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あなたの申告は？
（簡易フローチャート）

はい

はい

はい

はい

はい

は
い

いいえ

いいえ

いいえ
いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

い
い
え

いいえ

はい

はい

はい

24 年１月１日に日置市に居住していましたか

同居の親族の方の※税法上の扶養親族となっていますか

職業または収入の種類は何ですか

日置市へ引っ越してきた
方の住民税の申告先
24 年１月２日以降に日
置市へ転入した方の住民
税の申告先は前住所地の
市町村となります。

国 民 健 康 保 険・
後期高齢者医療
制度に加入して
いますか

会社員・パート・
アルバイト・日雇
いなどの給与収入
がある

年金のうち
遺族・障害
年金のみを
受けている

公的年金などの収入金額（２か所以上ある場合は，
その合計額）が、400 万円以下である

確定申告が義務ではないが、医療費控除等によ
る所得税の還付を受ける申告や株式等損失を翌
年に繰り越すための申告をしますか

公 的 年 金 等 以 外 の 所 得 金 額 が
20 万円以下である

勤務先で年末調整
が済んでいますか

・�大工、運転手などで所得税を差し引かれてい
ない

・外交員などの収入がある
・営業、農業、事業、不動産などの所得がある

無職

スタート➡

※税法上の扶養とは…
生計を一にする配偶者、その他親
族（６親等内血族及び３親等内姻
族）等で、給与収入のみの場合、
年間合計所得 38 万円以下（年収
103 万円以下）であること

住
民
税
（
市
県
民
税
）、
国
民
健
康
保

険
税
の
申
告
は
不
要
で
す
（
注
１
）

住
民
税
（
市
県
民
税
）、
国
民
健
康
保

険
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
（
注
２
）

所得税の確定申告
をしてください

所得税の確定申告
をしてください

所得税の確定申告書を提
出することができます

◎所得税の確定申告をする方は
　住民税の申告は不要です。

（注２）
納付する所得税がある場合でも、確定申告
の必要はありません。
公的年金等の収入金額が 400 万円以下で
年金所得以外の所得が20万円以下の方は、
所得税の申告は不要でも住民税（市県民
税）、国民健康保険税の申告が必要です。

（注１）�「収入なし」「国保・後期高齢に加入していない」方で非課税・所得証明書が必要な方は、できるだ
け申告をされますようご協力をお願いします。

　　�詳しくはＰ８をご覧ください。

年金収入のみで
ある
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平成 24年度住民税 (市県民税 )・国民健康保険税申告相談日程表

月日 曜
日

午前（９時～11時30分） 午後（１時30分～４時30分）
主な地域 実施場所 主な地域 実施場所

日
吉
地
域

2月13日 月

ニ潟・山田�
（山田上,山田,
山田下）

日新地区公民館
日新�
（下原,古の山,今別府, �
浜の丸,日新,並松,
北原）

日新地区公民館

草見・笠ヶ野・
毘沙門・�
草原�
（遠矢ヶ原,草原東,�
草原西,川口,住吉）

住吉地区公民館
諏訪�
（古里東,古里,中牟礼,�
中牟礼西,上の馬場,
堀込,諏訪,鵜狩）

諏訪公民館

2月14日 火

中区�
（吉利麓,新町,向江,�
尾之上,志賀,内門,
熊須） 吉利地区公民館

南区�
（片町,池上,道上,小園,�
前屋敷,冷水,松山）

南区公民館

北区�
（天司,吉野,西山,原口, 
白井月,鬼丸）

扇尾�
（田平,小吹, 岩井田, 
諸正,樗木）

扇尾地区公民館

2月15日 水
柿の谷・八幡�
（新橋,狩谷,旭東,旭西, 
松ヶ尾,久保園,宮下,�
八幡）

日吉中央公民館�
（1階会議室）

熊野�
（城の下,中原,寺下,
榎園, 榎園団地,
ウッドタウン日吉）�
西郷（出来場,西） 日吉中央公民館�

（1階会議室）日置麓�
（櫨木,植木,日置麓,�
日置団地）�
帆之港�
（帆の北,帆の西,
帆の南,帆の東）

吹
上
地
域
　
　

2月16日 木

湯之元（永野）・
田之尻

永野地域公民館�
9時～10時30分

坊野�
（坊野上,坊野下,
田代野,高田,柱野,
山手）

坊野地区公民館

藤元・赤仁田・
上与倉 藤元地区公民館 今観龍・平鹿倉・

日添
平鹿倉地区
公民館

2月17日 金

芋野 芋野自治公民館�
9時～10時 小永吉

小永吉自治
公民館�

1時30分～4時

上田尻・野首・
下与倉

�
野首地区公民館�

亀原・花熟里・
小野浜・小野馬場・
小野・下田尻・
中田尻

花田地区公民館

2月18日 土

西本町・東本町・坂元・
多宝寺・ふもと・
緑ケ丘・南湯之元・
湯之元（北湯之元）・
小牧・窪田・宮坂

伊作地区公民館
上中之里・下中之里・�
南宮内・東宮内・
西宮内・中津

伊作地区公民館

2月20日 月
苙口・瀬谷 瀬谷自治公民館�

9時～10時 入来・西原・入来浜・
今田 吹上地区公民館助代・上和田・中和田・�

下和田・苙岡 和田地区公民館

2月21日 火
永吉東・印口 永吉５区公民館�

9時～10時30分 浜田 浜田自治公民館�
1時30分～4時

川中・新川原・草田原・
下草田 永吉地区公民館 永吉中央 永吉地区公民館

月日 曜
日

午前（９時～11時30分） 午後（１時30分～４時30分）
主な地域 実施場所 主な地域 実施場所

東
市
来
地
域

2月23日 木

美山上・美山下 美山地区公民館�
（東郷記念館） 桑木野

桑木野自治
公民館�

1時30分～2時30分

牧之角
牧之角自治
公民館�
9時～10時

郷戸・尾木場
尾木場自治
公民館�
3時～4時

宮田 宮田自治公民館�
10時30分～11時30分

野下・高塚東・
高塚西 高山地区公民館

2月24日 金

上床・北山・荻・
立和名・鉾之原・
梅木

上市来地区
公民館

上床・北山・荻・
立和名・鉾之原・
梅木

上市来地区
公民館

田代 田代自治公民館 田代 田代自治公民館

2月25日 土
麓上・麓下・古市・�
城之町・城之町上・�
杉之迫・坂之上下

鶴丸地区公民館 元養母（中野）・下養母 鶴丸地区公民館

2月27日 月 江口・川北・赤崎・�
平迫比良

伊作田地区
公民館�

（活性化センター）
柿之迫・上伊作田・�
元伊作田・中伊作田

伊作田地区
公民館�

（活性化センター）

2月28日 火

丸牧・皆田東・
皆田西 皆田地区公民館 丸牧・皆田東・皆田西 皆田地区公民館

鑪口・永山・
神之川・南神之川 川原記念館 鑪口・永山・

神之川・南神之川 川原記念館

2月29日 水
堀内・駅前・向湯田 湯田地区公民館 中央・元湯・田之湯 湯田地区公民館

上野東・上野西 上野西自治
公民館 大平 大平自治公民館

伊
集
院
地
域

3月1日 木

下方限・麓東・�
天神馬場・
上之馬場・元町・
向江町・中央通・
駅前・銀天通・
城山・荒瀬・小城・
瀬戸内

伊集院地区
公民館

下方限・麓東・�
天神馬場・
上之馬場・元町・
向江町・中央通・
駅前・銀天通・
城山・荒瀬・小城・
瀬戸内

伊集院地区
公民館

大田上・大田中・�
大田下・寺脇 大田中公民館 上方限・四郎園 上方限公民館

3月2日 金
下神殿１区～４区・�
桑畑

伊集院北地区
公民館

下神殿１区～４区・�
桑畑

伊集院北地区
公民館

上神殿・・中神殿 上神殿公民館 上神殿・中神殿 上神殿公民館

3月3日 土

徳重東・郡上・
郡内・宮脇・
中福良・平古・
郡下・立野・
猪鹿倉・朝日ヶ丘

本庁庁舎�
【１階ロビー】

徳重東・郡上・
郡内・宮脇・
中福良・平古・�
郡下・立野・
猪鹿倉・朝日ヶ丘

本庁庁舎�
【１階ロビー】

3月5日 月

飯牟礼下・腰・
善福・飯牟礼上・
飯牟礼中・古城

飯牟礼地区
公民館

飯牟礼下・腰・
善福・飯牟礼上・
飯牟礼中・古城

飯牟礼地区
公民館

恋之原 恋之原公民館 野田 野田公民館

3月6日 火 上土橋・中川・竹之山 土橋地区公民館
上土橋・中川・竹之山 土橋地区公民館

下土橋・清藤 下土橋公民館

3月7日 水
妙円寺�
 １区・２区・３区・
 ５区・６区・７区・
 ８区・９区

妙円寺地区
公民館

妙円寺�
 １区・２区・３区・
 ５区・６区・７区・
 ８区・９区

妙円寺地区
公民館

久木野々 久木野々公民館

3月8日 木
麦生田�
つつじヶ丘�
　１区～３区

麦生田
中央公民館

麦生田�
つつじヶ丘�
　１区～３区

麦生田中央
公民館

3月12日�
～ 15日�
（月～木）

３月８日までに申告を受けられなかった方が対象�
本庁及び各支所にて�
「午前９時～午後４時30分まで」　※正午～午後１時は除く

★今回の申告より・・
　■�のついている実施場所であればどこでも申告する

ことができます！
　　　　※�色のついていない地域の方々におかれましては、できるだけ

日程表どおりに申告をお願いします。都合が悪い場合は色の
ついている実施場所で申告してください。

　　　　※実施場所に時間が記載されている場合は、その時間となります。
★伊集院税務署より

※�受付時間は「午前９時～午前 11 時 30 分」、「午後１時～午後４時」
までです。
※作成会日に来れない場合は、伊集院税務署で相談をお受けします。
※�伊集院地域の方は、今回から伊集院税務署となっておりますので、お
間違いのないようお願いいたします。� （土・日曜及び祝日は除く）
※�年金所得者につきましては、今回の23年分から確定申告手続きの簡素
化が適用されますので、詳しくは、Ｐ8をご覧ください。
★農業所得者申告相談について
※ �12 月３日㈯，６日㈫に開催しました農業収支計算説明会にてお知ら
せしましたとおり、以下の日程で申告相談を行います。対象者の方は
収支内訳書を作成の上、農業に関する必要書類及び記載してある「申
告に必要なもの」をお持ちになりお越しください。

日時：�２月７日㈫ ８日㈬「午前９時～午前11時30分」「午後１時～午後
４時」

場所：日置市中央公民館　１階中ホール

平成 23年分「年金所得者」の確定申告書作成会の日程表
地　域 作成会日程 会　　場

吹 上 地 域 ２月２日㈭　２月３日㈮ 伊作地区公民館　会議室
日 吉 地 域 ２月６日㈪ 日吉中央公民館　１階会議室
東市来地域 ２月９日㈭　２月 10日㈮ 鶴丸地区公民館　大ホール
伊集院地域 ２月 13日㈪から３月 15日㈭ 伊集院税務署　１階会議室　
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市下水道事業・市農業公社事業
中期経営計画を策定

計画の位置づけ

計画期間

　今回の中期経営計画は、第２次市行政改革大綱および同大綱行動計画（アクションプラン）に基
づき、将来的にも安定した事業の展開を図るため策定するものです。

　計画期間につきましては、平成 23年度から平成 27年度までの５年間とします。

【下水道事業】
　下水道事業は、快適で衛生的な生活環境への改善、雨水排除による浸水
の防除および公共用水域の水質保全のため、欠くことのできない重要な都
市基盤施設であるとともに、地域環境に配慮した循環型社会の形成に大き
な役割を担っています。本市下水道事業は、伊集院地域で公共下水道事業、
吹上地域で農業集落排水事業が展開されています。
【計画の目標】
①　健全な経営の運営
　�　質の高いサービスを提供するとともに、民間的な経営手法を取り入れ

るため現在の処理場維持管理業務の内容の見直しなど検討を進めます。
また歳入の確保策として接続向上のため、個別訪問やチラシ等による十
分な PR を行うとともに、規模に見合った使用料の確保および使用者負担
の平等性を保つためにも未収金の徹底した徴収に努めます。
②　使用料の適正化
　�　供用開始から 22 年を経過している終末処理場では、機械設備の更新時

期を迎えています。今後は財政事情を十分考慮しながら、計画的な事業
の推進はもちろんのこと、施設の適切かつ効率的な維持管理を図ってい
くためにも、使用者負担の原則に立ち、適正な費用負担区分に基づく健
全な下水道財政の確立を目指します。そのため、経費削減や効率的な運
営を図りながら、使用料金の改定についても検討していきます。
③　人材の育成と技術の継承
　�　下水道事業の技術職員については特別な技術が必要となります。その

ためには、若い職員の下水道技術者の育成をはじめ、積極的な技術研修
等に参加しながら、施設維持管理に必要な知識や技術の習得、また工事
監督責任管理者などの資格を取得できるよう努めていきます。

【農業公社事業・計画の目標】
①　農地貸借斡旋等事業
　�　農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用集積円滑化団体とし

て、農地の面的集積と遊休農地等の斡旋を行い、新規就農者・認
定農業者・農業生産法人など、地域農業の担い手の経営拡大を支
援しながら農地の活用と効率的資産の増進を図るため関係機関と
連携を図ります。
②　農作業受委託事業
　�　農作業受委託事業は再委託方式で実施しており、各地域の部会

等の団体育成が必要です。農作業を請け負えるオペレーターの育
成と受託者組織の設立を進めます。
③　研修等事業
　�　農業経営を担う後継者、新規就農者を育成するため、研修生を

受け入れ２年間の研修を行います。指導体制を整備し、栽培管理
の習得に向けて関係機関と連携を取りながら、地域の担い手とな
るべき経営体の育成を図ります。

下水道事業

農 業 公 社

健全な経営の運営

農作業受委託事業

研修等事業

農地貸借斡旋等事業

使用料の適正化

人材の育成と技術の継承

※収支計画や経営改善の取り組みなど、中期経営計画の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。



　１月８日、扇尾地区公民館の鬼火焚き・新春花火大会で、今年度の
地区公民館花火事業は全 26地区が終了しました。
　各地区では花火事業を契機に、祭りの新設や地域行事を再考。地区
の特色を生かした多彩な取り組みは、地域づくりに新しい息吹を興し
ています。
　10月～１月に行われた７地区の事業の様子をお知らせします。

㉙㉙

地区公民館
花火事業・秋冬編

　
各
地
区
で
取
り
組
ま
れ
た
花
火
事

業
の
主
催
は
地
区
公
民
館
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。
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め
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参
加
す
る
こ

と
で
、
そ
の
輝
き
は
増
し
ま
し
た
。

　
共
生
・
協
働
そ
し
て
参
加
へ
。

　
花
火
事
業
か
ら
新
た
な
地
域
づ
く

り
に
着
火
し
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

地域づくりの息吹 花火とともに

1/8
　
扇
尾
鬼
火
焚
き
・
新
春
花
火
大
会

�

（
扇
尾
地
区
）

1/7
　
鬼
火
焚
き･

歴
史
探
訪
・
花
火
大
会

�

（
坊
野
地
区
）

1/7
　
美
山
地
区
鬼
火
焚
き
・
花
火
大
会

11/6
　
藤
元
秋
祭
り
（
藤
元
地
区
）

10/16
　
下
与
倉
お
月
見
会
（
野
首
地
区
）

10/15
　
第
二
回
十
五
夜
祭
り
（
住
吉
地
区
）

10/1
　
第
一
回
伊
集
院
校
区
秋
祭
り
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

68

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

“コツコツ貯めよう”骨粗しょう症予防教室
明日から実践できる

楽しい骨粗しょう症予防のコツ！

　骨がスカスカになって弱くなり骨折しやすくなる病気です。自分では気づきにくく、加齢とともに背中が
丸くなったり、足腰に痛みが出たり、症状があらわれて気づくことがあります。骨粗しょう症は日ごろの心
がけで予防や進行を遅らせることができます。そこで、今回は骨粗しょう症検診受診者の方で、要指導以上
となった方を対象に行われた骨粗しょう症予防教室の様子をご紹介します。

骨粗しょう症とは

・カルシウム　牛乳・乳製品に含まれ
るカルシウムは吸収率がよく、豆腐・
納豆などの大豆製品、緑黄色野菜、骨
ごと食べられる小魚、また、海藻類に
も多く含まれています。
・ビタミンＤ　カルシウムと同時に摂
取することで、さらに効率よくカルシ
ウムを吸収することができます。しら
す干し・鮭などの魚、干ししいたけ、
レバー、卵などに多く含まれています。
・ビタミンＫ　骨の形成を促します。
納豆、緑黄色野菜、海藻類に多く含ま
れています。
・他にも、たんぱく質などさまざまな
栄養素を摂取することが大切です。

・骨量維持　骨に適度な圧
力を加えることで骨が強く
なります。骨にかかる力の
大きい運動には、バドミン
トン、テニス、エアロビク
スなどがあります。生活の
中で積極的に動くことを心
がけるのもよいことです。
・転倒予防　転倒による骨
折を防ぎましょう。つまず
かないように、筋力アップ
をめざしましょう。

栄養 運動予防のコツ

運動指導士と、家でも簡単に
できる運動を実践しました。

～カルシウムたっぷりメニューのご紹介～
�ヒジキの白あえ
ダブルでカルシウム！まろやかなあじわいの小鉢
材料（４人分）　
ヒジキ…30g（もどして）
絹ごし豆腐…150g
さやいんげん…10本
　�スキムミルク…大さじ２
Ａ�白練りごま…大さじ２
　�砂糖または三温糖…大さじ１
　�うすくちしょうゆ…大さじ 1
作り方
１．�ヒジキを水でもどし、やわらかくなったら、流水でよく
洗い沸騰した湯で１分ゆで、水をよくきる。

２．�豆腐は沸騰した湯でさっとゆで、水気をきる。冷めたら
すり鉢に入れ、すりこぎであたり、Aを順に加える。

３．�ヒジキを加えて混ぜ、斜めの薄切りにしたいんげんも加
える。

�じゃこと菜っ葉のスキムミルク入りご飯
カルシウムＵＰまぜご飯
材料（４人分）　
米…２合　　　　　　　　　　にんじん…20ｇ
ちりめんじゃこ…20ｇ　　　　スキムミルク…大さじ２
ごま油…大さじ１　　　　　　白いりごま…大さじ２
小松菜…２株　　　　　　　　削り節…大さじ２
塩・しょうゆ…各少々
作り方
１．�米は炊いておく。
２．�にんじんと小松菜はみじん切りにする。
３．�フライパンにごま油をいれちりめんじゃこをパリパリになるまで
炒め、２を加える。

４．�にんじんに火が通ったら、塩・しょうゆで薄く味をつける。
５．�白いりごまとスキムミルクを混ぜあわせる。
６．炊き上がったご飯に３と５を一緒に混ぜ込む。
７．削り節もまぜ、器に盛る。

スキムミルク大さじ３杯と牛乳

180mlのカルシウム量は同じです。
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第
二
十
九
回
い
じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ

ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
、
十
二

月
十
一
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
年
々
増
え
続
け
て
お

り
、
今
年
は
県
内
外
か
ら
昨
年
を

３
３
５
人
上
回
る
、
過
去
最
高
の

３
７
９
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
２
㌔
、
３
㌔
、
10
㌔
に

分
か
れ
て
い
て
、
参
加
者
は
自
分
に

合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
び
、
マ
ラ
ソ
ン

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
の
最
後
に
は
旅
行
券

な
ど
の
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会

も
行
わ
れ
、
会
場
は
こ
の
日
一
番
の

盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
梅
マ
ラ
ソ
ン
に
合
わ
せ
て
、

十
二
月
十
日
と
十
一
日
の
二
日
間
、

ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
同
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
飲
食
店
コ
ー
ナ
ー
や

地
元
農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
。
お

腹
の
空
い
た
梅
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者

や
、
市
内
の
家
族
連
れ
な
ど
で
大
い

に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
た
伊
集

院
鍋
も
一
万
人
に
無
料
で
振
る
舞
わ

れ
、
受
け
取
っ
た
来
場
者
は
、
冬
の

寒
さ
で
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し

た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
梅
干
し
飛
ば
し

大
会
を
は
じ
め
、
ダ
ン
ス
や
吹
奏
楽

な
ど
が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
尽
く
し

の
二
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

☆
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

☆
ま
る
ご
と
伊
集
院

�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
置
市
に
各
地
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
が
集
結
！

�

過
去
最
高
３
７
９
０
人
が
参
加
！

梅マラソン＆まるごとフェスタ
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行政

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

陶
芸
家
の
受
賞
相
次
ぐ

年
末
年
始
は
特
に
気
を
引
き
締
め
て

運
転
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
！

日
吉
町
　
二
石
純
一
さ
ん
、
孝
子
さ
ん
夫
妻

日
吉
町
　
西
郷
隆
文
さ
ん
、
東
市
来
町
　
荒
木
秀
樹
さ
ん

交
通
事
故
防
止
・
地
域
安
全
運
動
出
発
式

年
末
年
始
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
十
一
月
二
十
二
日
、
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
二
石
さ
ん
夫
妻

が
、
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
野
菜
の
植
え
方
な
ど
の
公
民
館
講

座
講
師
や
担
い
手
の
育
成
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
全

国
優
良
経
営
体
表
彰
個
人
経
営
体
部

門
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
石
さ
ん
は
「
ま
さ
か
受
賞
で
き

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
規
模
を
大
き
く

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
今

後
の
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
活
躍
し
、
賞
を
受
賞
さ
れ

た
西
郷
隆
文
さ
ん
と
荒
木
秀
樹
さ
ん

が
、
十
一
月
二
十
八
日
に
市
長
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
西
郷
さ
ん
は
全
国
か
ら
選
ば
れ
る

「
卓
越
し
た
技
能
者(

現
代
の
名
工)

表
彰(

厚
生
労
働
大
臣
表
彰)

」。
荒

木
さ
ん
は
鹿
児
島
県
か
ら
選
ば
れ
る

「
鹿
児
島
県
優
秀
技
能
者
表
彰
」
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
西
郷
さ
ん
の
日
置
南
州
窯
、
荒
木

さ
ん
の
荒
木
陶
窯
の
更
な
る
発
展
を

願
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

と
地
域
安
全
運
動
の
実
施
に
伴
い
、

十
二
月
九
日
に
市
総
合
体
育
館
前
で

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
警
察
署
と
交
通
安
全
お
よ
び
防
犯

各
種
団
体
が
集
ま
り
、
地
域
安
全
の

た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、
特
に
高
齢
者
に
よ
る

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
夕

暮
れ
時
や
夜
間
外
出
す
る
時
は
、
運

転
車
か
ら
見
え
や
す
い
明
る
い
服
装

に
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
夜
光
反
射

材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
十
二
月
九
日
、
吹
上
地
域
交
通
安

全
母
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
Ａ
コ
ー

プ
伊
作
店
と
タ
イ
ヘ
イ
吹
上
店
前
で
、

交
通
事
故
防
止
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
年
末
年
始
を
迎
え

る
前
に
、
買
い
物
客
の
増
え
る
時
間

帯
に
「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
」「
高
齢
者
の
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
書
か
れ

た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
買
い
物
客
に

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
青
パ
ト
に
よ
る
広

報
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

前段左から二石孝子さん、純一さん左から西郷隆文さん、荒木秀樹さん

パトロールで地域の安全を青パトによる広報チラシを配布

市民の救命に尽力します

人
命
救
助
の
体
制
整
う

高
規
格
救
急
自
動
車
寄
贈

　
十
二
月
二
十
一
日
、
社
団
法
人
日

本
損
害
保
険
協
会
か
ら
、
高
規
格
救

急
自
動
車
一
台
が
寄
贈
さ
れ
、
市
消

防
本
部
で
受
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
高
規
格
救
急
自

動
車
は
、
消
防
署
北
分
遣
所
で
運
用

し
て
い
る
普
通
救
急
自
動
車
の
更
新

に
伴
い
、
救
急
隊
員
が
実
施
す
る
高

度
救
命
処
置
用
の
機
材
等
も
併
せ
て

整
備
を
し
ま
し
た
。

　
整
備
に
つ
い
て
は
、
防
振
ベ
ッ
ド

な
ど
標
準
的
な
資
機
材
を
装
備
し
た

高
規
格
救
急
車
に
、
高
度
救
命
処
置

用
資
機
材
な
ど
の
装
備
品
を
市
で
備

え
付
け
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
全
署
所
に
高
規
格
救

急
自
動
車
が
配
備
さ
れ
、
高
度
救
命

処
置
に
対
応
す
る
体
制
が
整
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
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左から発表した地頭所さんと宿里さん 表彰式は緊張しました事例発表されたいろんな取り組み

　
十
二
月
一
日
、
吹
上
町
更
生
保
護

女
性
会
に
よ
る
歳
末
助
け
合
い
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
活

動
で
は
、
会
員
や
さ
つ
ま
日
置
農
協

吹
上
支
所
を
は
じ
め
、
吹
上
地
域
の

金
融
機
関
な
ど
か
ら
、
石
鹸
・
タ
オ

ル
・
古
本
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
の
善
意
を
少
年
鑑
別
所

や
鹿
児
島
刑
務
所
、
更
生
保
護
施
設

草
牟
田
寮
、
児
童
養
護
施
設
、
地
域

内
の
福
祉
施
設
な
ど
八
カ
所
に
贈
り

激
励
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
か
ら
は
、「
皆
さ
ん
の
温

か
い
気
持
ち
に
感
謝
し
た
い
」
旨
の

お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
八
日
、
伊
集
院
文
化
会

館
で
、
日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
定
期
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ

た
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
が
開
幕
を
飾
り
、

お
も
ち
ゃ
の
交
響
曲
や
も
の
の
け
姫
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
ま
で
ジ
ャ

ン
ル
を
飛
び
越
え
て
全
十
七
曲
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
一

緒
に
演
奏
し
て
く
れ
る
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、

社
会
教
育
課
文
化
係
ま
で
ど
う
ぞ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　
妙
円
寺
（
伊
集
院
）
が
所
蔵
し
て

い
る
、
石せ

き

屋お
く

真し
ん

梁り
ょ
うの
木
像
が
、
市
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
屋
真
梁
は
、
伊
集
院
出
身
の
僧

侶
で
、
妙
円
寺
や
島
津
本
家
菩
提
寺

の
福
昌
寺
な
ど
を
開
い
た
鹿
児
島
の

仏
教
史
に
残
る
名
僧
で
す
。

　
妙
円
寺
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
徳

重
神
社
の
敷
地
に
建
っ
て
い
た
禅
宗

の
寺
院
で
、
島
津
義
弘
は
自
分
の
菩

提
寺
を
妙
円
寺
に
定
め
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
明
治
初
年
の
廃

仏
毀
釈
に
よ
り
廃
寺
に
な
り
、
妙
円

寺
の
敷
地
に
義
弘
を
祭
神
と
す
る
徳

重
神
社
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
妙
円

寺
は
、
明
治
十
三
年
に
徳
重
神
社
近

く
に
復
興
し
て
い
ま
す
。

　
石
屋
の
木
像
は
、
室
町
時
代
に
作

ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
僧
侶
の
像

と
し
て
は
県

内
で
最
も
古

く
、
た
い
へ

ん
貴
重
な
も

の
で
す
。

　
十
一
月
二
十
八
日
、
東
京
都
霞
が
関

で
行
わ
れ
た
「
全
国
野
生
生
物
保
護
実

績
発
表
大
会
」
で
伊
作
小
学
校
六
年
の

宿や
ど
里り

麻ま

衣い

さ
ん
と
地じ

頭と
う
所し

ょ
杏あ

んさ
ん
が

事
例
発
表
を
行
い
、「
環
境
省
自
然
環

境
局
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
は
、
環
境
省
と
財
団

法
人
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
が
、
自
然

に
親
し
む
活
動
や
野
生
生
物
保
護
活

動
な
ど
を
発
表
す
る
場
と
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
伊
作
小
学
校
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
保

護
活
動
お
よ
び
環
境
保
護
啓
発
活
動

で
ウ
ミ
ガ
メ
ふ
化
活
動
だ
け
で
な
く
、

全
校
児
童
で
環
境
保
護
を
呼
び
掛
け

る
街
頭
パ
レ
ー
ド
等
を
行
う
「
か
め

さ
ん
祭
り
」
の
取
り
組
み
が
認
め
ら

れ
、
第
一
次
審
査
会
を
経
て
大
会
で

発
表
で
き
る
十
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
発
表
し
た
二
人
は
「
大
勢
の
人
の

前
で
緊
張
し
ま
し
た
」「
難
し
い
質
問

を
さ
れ
て
困
り
ま
し
た
」
と
大
舞
台

で
の
発
表
に
緊
張
し
た
も
の
の
と
て

も
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
抜
迫
敏
宏
校
長
は
、「
長
年
続
け
ら

れ
て
い
る
「
か
め
さ
ん
祭
り
」
を
中

心
と
し
た
環
境
保
護
活
動
が
認
め
ら

れ
て
、
児
童
へ
も
良
い
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
更
に
意
識
し
て
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

教育・文化

年
の
瀬
に
心
の
交
流

心
に
響
け
！
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｒ　
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
！

市
指
定
文
化
財
に
指
定

全
国
の
舞
台
で
緊
張
の
発
表

更
生
保
護
女
性
会
歳
末
助
け
合
い
運
動

日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

妙
円
寺　
石
屋
真
梁
の
木
像

伊
作
小
学
校
「
第
46
回
全
国
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
大
会
」
全
国
表
彰

箱に仕分けを行いました

石屋真梁の木像 妙円寺

練習の成果を発揮しました
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お礼の言葉を述べた赤塚さん

金賞を笑顔で報告しました左から下舞さん、岡村さん

　
郡
長
寿
会
が
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す

る
「
私
の
宝
物
文
庫
」
活
動
を
十
一

月
二
十
七
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、伊
集
院
小
学
校
の
バ
ザ
ー

に
あ
わ
せ
て
会
員
ら
が
育
て
た
宝
物

で
あ
る
野
菜
等
を
提
供
し
、
そ
の
売

上
全
額
を
児
童
の
図
書
購
入
費
と
し

て
寄
贈
す
る
活
動
で
す
。

　
会
長
の
内
さ
ん
は
「
来
年
も
『
皆

さ
ん
の
健
全
な
成
長
を
応
援
し
て
い

ま
す
』
を
合
言
葉
に
私
の
宝
物
文
庫

の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
東
市
来
分
会
が
、

十
二
月
三
日
、
湯
之
元
駅
と
東
市
来

駅
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
鉄
道
利
用
者
の
方
に
少
し
で
も
気

持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
と
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
。
毎
年
年

末
に
ホ
ー
ム
の
清
掃
や
草
刈
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
八
十
歳
を
超
え
て
も
ま
だ
ま
だ
元

気
な
先
輩
組
合
員
六
人
が
率
先
し
て

参
加
。
そ
の
姿
に
後
輩
組
合
員
も
元

気
を
も
ら
い
、
総
勢
十
五
人
が
心
地

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

伊
作
田
地
区
振
興
会
に
よ
る
活

性
化
基
金
の
贈
呈
式
が
、
十
二
月

二
十
四
日
に
伊
作
田
小
学
校
（
東
市

来
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
交
付
さ
れ
た
四
地
域
を
代
表

し
て
、
永
山
自
治
会
に
転
入
し
て
き

た
伊
作
田
小
一
年
の
赤あ

か
塚つ

か
咲さ

季き

さ
ん

が
「
地
域
の
方
の
優
し
さ
に
あ
り
が

と
う
と
言
い
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

伊
作
田
の
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
、
楽
し

く
学
校
に
通
い
た
い
で
す
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
家
庭
と
学
校
が
近
い
存
在

で
、
何
で
も
一
緒
に
取
り
組
め
る
の

が
う
れ
し
い
」
と
話
す
保
護
者
も
い

る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
積
極
的

な
定
住
促
進
と
児
童
数
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
が
広
が
り
始
め
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　
第
三
十
八
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
を

受
賞
し
た
伊
集
院
小
学
校
吹
奏
楽
部

が
、
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
金
管
六
重
奏
に
八
人
で
参
加
。
審

査
の
結
果
、
二
月
十
一
日
に
行
わ
れ

る
、
第
三
十
七
回
九
州
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
出
場
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
部
長
の
二
反
田
梨
沙
さ
ん
は
「
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
九
州
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
意
気
込
み
を
話

し
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
日
、「
第
十
五
回
小
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
最
優
秀

賞
受
賞
者
表
彰
式
が
、
鹿
児
島
地
方

法
務
局
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
百
六
十
九
校
、
千
九
百

八
十
五
作
品
の
応
募
の
中
か
ら
、
本

市
の
花
田
小
学
校
の
岡お

か
村む

ら
杏あ

ん
里り

さ
ん

と
伊
作
田
小
学
校
の
下し

も
舞ま

い
夏か

鈴り
んさ
ん

の
二
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
の
後
「
一
日
人
権
擁
護
委

員
」
に
委
嘱
さ
れ
、
鹿
児
島
市
で
街

頭
啓
発
を
行
い
、
人
権
尊
重
意
識
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

児
童
の
図
書
購
入
費
に

老
い
て
も
率
先
参
加

子
育
て
世
代
を

�

地
域
で
応
援
！

伊
集
院
小
学
校
が
金
賞
を
受
賞

人
権
尊
重
の
大
切
さ

郡
長
寿
会
「
私
の
宝
物
文
庫
」
活
動

鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
東
市
来
分
会
駅
の
清
掃

伊
作
田
地
区
振
興
会
活
性
化
基
金
贈
呈
式

第
三
十
八
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

第
十
五
回
小
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

とても綺麗になりました たくさんの宝物を提供しました
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観光イベント・社会

龍
の
ご
と
く
昇
れ
、
新
年
の
響
き

お
い
し
い
お
茶
で
ほ
っ
と
一
息

新
年　
気
持
ち
新
た
に
走
り
初
め

心
身
の
鍛
錬
の
手
助
け
に

吹
上
青
松
太
鼓
新
春
初
打
ち

お
茶
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業

初
日
と
と
も
に
走
ろ
う
・
歩
こ
う
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
2012

第
五
回
日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道
練
成
大
会

　

一
月
一
日
の
早
朝
、久
多
島
神
社

（
吹
上
）下
の
広
場
で
、吹
上
青
松
太

鼓
保
存
振
興
会
に
よ
る
新
春
初
打
ち

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
初

打
ち
、
昨
年
は
大
雪
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
は
「
去

年
の
分
も
」
と
威
勢
よ
く
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
、
訪
れ
た
初
詣
客
ら
は
演

奏
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
準
備
中
は
、
小
雨
が
降
っ
て
お
り

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
日

の
出
こ
ろ
に
太
鼓
が
勢
い
よ
く
鳴
り

始
め
る
と
、
白
ん
だ
空
の
雲
も
徐
々

に
な
く
な
り
青
空
も
見
え
始
め
ま
し

た
。
ま
る
で
太
鼓
の
響
き
で
、
雲
が

吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い
く
よ
う
で
し
た
。

　

十
一
月
二
十
九
日
、お
茶
と
の
ふ

れ
あ
い
事
業
が
、鶴
丸
小
学
校
（
東

市
来
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
産
の
お
茶
を

用
い
て
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
を

学
習
し
な
が
ら
、
郷
土
産
業
で
あ
る

お
茶
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
と
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

「
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
と
そ
の

科
学
」
と
題
し
、
お
茶
の
成
分
の
説

明
と
適
正
な
温
度
、
お
茶
の
注
ぎ
方

な
ど
お
い
し
く
お
茶
を
飲
む
ポ
イ
ン

ト
を
伝
授
。
児
童
た
ち
は
、
ポ
イ
ン

ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
実
際
に
飲
ん

で
み
て
違
い
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

元
旦
に
、伊
集
院
地
域
で
は
「
初

日
と
と
も
に
走
ろ
う
・
歩
こ
う
」、日

吉
地
域
で
は
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
2012
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
集
院
、日
吉
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ

の
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、伊
集

院
は
約
百
三
十
人
、日
吉
は
約
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、家
族
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

仲
間
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
運
動

公
園
を
走
り
、汗
を
流
し
な
が
ら
、さ

わ
や
か
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
第
五
回
日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道

練
成
大
会
が
、十
一
月
二
十
九
日
に

伊
集
院
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
少
年
剣
士
の
心
身
の
鍛
錬
と
相
互

の
親
睦
を
深
め
、将
来
を
担
う
青
少

年
の
健
全
な
育
成
を
図
ろ
う
と
、日

置
地
区
防
犯
協
会
主
催
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
約
百
人
の
少
年
剣
士
が
、個
人
戦・

団
体
戦
の
部
で
競
い
合
い
、会
場
に

は
剣
士
た
ち
の
迫
力
の
あ
る
声
が
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

笑顔の演奏で寒さも吹き飛ばします

適量が美味しさを左右します！

セミナーでは日本の漁協の仕組みを発表

心地よい汗を流しました (写真 : 伊集院地域 )

中学生団体の部優勝　伊集院中の皆さん

　
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
十
二
月
四

日
ま
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
提

案
型
）「
マ
レ
ー
シ
ア
国
に
お
け
る
地

域
基
盤
型
沿
岸
漁
業
管
理
の
推
進
」

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
モ
デ
ル
漁
村
を
例

に
、国・州
政
府
職
員
、漁
業
普
及
員
、

漁
業
者
が
地
域
基
盤
型
沿
岸
漁
業
管

理
の
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を

修
得
し
、
漁
民
の
生
活
向
上
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
江
口
漁
業
協
同
組
合
久

木
留
秀
行
組
合
長
、
迫
政
昭
参
事
お

よ
び
国
際
交
流
員
の
ワ
ン
さ
ん
、
ま

た
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
松
岡
達

郎
教
授
、
同
石
崎
宗
周
准
教
授
が
マ

レ
ー
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
現
地
の
水
産

局
員
や
漁
業
開
発
局
員
、
モ
デ
ル
漁
村

の
漁
業
協
同
組
合
員
が
セ
ミ
ナ
ー
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

交
流
の
新
た
な
一
歩

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
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ドクターヘリの
� 運航が開始
　平成 23 年 12 月 26 日（月）から、鹿児島県ドクターヘリの運航が開始されました。鹿児島市立病院の
医師と看護師が搭乗し、鹿児島市浜町ヘリポートから県内の指定された離着陸場に着陸し、患者の処置を行
うとともに医療機関に短時間で搬送します。
　ドクターヘリ運航により、災害発生から病院収容までの時間短縮が図られ、救命率アップとなります。ド
クターヘリ離着時は、砂ぼこり等が発生しますが、皆さま方のご協力をお願いいたします。日置市内の離着
陸場 (20 箇所 ) は、下表のとおりです。

　平成 23 年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業で、消防署員が火災現場で
装着する防火衣一式を 15 着導入しました。
　防火衣上衣・ズボン・防火ヘルメット・編上ゴム長靴・安全帯一式になっており、
火災現場で安全に活動する時に役立っています。

日置市内の離着陸場
番号 名　　　　　　称 番号 名　　　　　　称

1 日置市伊集院総合運動公園陸上競技場 11 東市来農業構造改善センター・上市来地区公民館
2 日置市東市来総合運動公園 12 高山地区交流センター
3 鹿児島県消防学校 13 日置市立日吉中学校
4 日置市日吉運動公園グラウンド 14 日置市立日新小学校
5 日置市吹上浜公園陸上競技場 15 湯之浦カントリークラブ
6 日置市立伊集院北小学校 16 平鹿倉地区公民館
7 日置市立土橋中学校 17 野首地区公民館
8 パナソニックデバイスオプティカルセミコンダクター㈱ 18 永吉地区公民館
9 美山池自然公園 19 旧池田中学校跡地
10 江口浜海浜公園多目的広場 20 鹿児島城西高校サッカーグラウンド空地

石
油
貯
蔵
交
付
金
で

�

防
火
衣
を
購
入
！



2012.1 20

ぜひ活用してみませんか？
日　置　市　の

環境に対する補助金制度！！

平成25年5月環境自治体会議ひおき会議を開催します!!

日置市の
平成 22年度ごみ搬入量

１人当たりの排出量
１日　＝　３４．４１ｇ　
１年　＝　１２．５６ｋｇ

１人当たりの排出量
１日　＝　６２５．９２ｇ　
１年　＝　２２８．４６ｋｇ

１人当たりの排出量

１日　＝　７１１．５６ｇ　

１年　＝　２５９．７２ｋｇ

平成 22年度ごみ処理
に掛かった費用

生ごみの水切りだけ

でも、ごみ減量の効

果がありますよ！！

これらを少しで
も削減するには、
次の方法も有効
です！！

22年度に掛かった
ごみ処理費用

５２５，６６２，６５２円
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１・再生資源回収事業補助金

２・生ごみ堆肥化容器設置事業補助金

ごみの減量、資源化を図るため、市民団体等が行う資源ごみの回収活動（廃品
回収）に対して、次のとおり助成します。
　補助申請は、本庁市民生活課および各支所の市民課で受け付けます｡ 　 
　対象者は、自治会、ＰＴＡ、子ども会、スポーツ少年団などの市民団体で、
助成額は以下のとおりです。
・古紙類　　　　3円 /kg
・アルミ缶　　　2円 /kg
・スチール缶　　1円 /kg
・1.8 リットル以上のびん   　 1 円 / 本
・1.8 リットル未満のびん 　0.5 円 / 本

　ごみの減量・資源化を図るため、生ごみ処理機（堆肥化容器）を購入された場合、
次のとおり購入経費の一部を助成します。
　
　・補助対象 日置市内に住所を有する方
　・補助金額 購入費の 2分の 1以内
　　（限度額　電気式 25,000 円　その他 2,000 円） 
　　補助台数 1 世帯につきそれぞれ 1台のみ 
　・申請書類
　　1.�補助金交付申請書（本庁市民生活課および各支所の市民課窓口に準備し

てあります。）
　　2. 販売店で発行してもらった領収書※
　　3. 印鑑（シャチハタ不可）
　　4. 申請者本人の口座が確認できるもの
　　※�　領収書は、メーカー・型式等が記載され、明細のわかるもので、必ず

申請者名で発行してあるもの。 

平成25年5月環境自治体会議ひおき会議を開催します!!
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　経済センサス‐活動調査については、
　「平成 24年経済センサス‐活動調査
　キャンペーンサイト」をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/e-census/campaign/index.htm
総務省・経済産業省・鹿児島県・日置市

お問い合わせ先：本庁 企画課広報統計係 または 各支所 地域振興課自治振興係

経済センサス 検索

扌

　平成 ２４ 年２月１日に、すべての事業所・企業を対象とした「経済センサ
ス - 活動調査」を実施します。いわゆる「経済の国勢調査」です。
調査の目的

　我が国における産業構造を包括的に明らかにすることを目的とする政府の重要な調査で、
統計法に基づいた報告義務のある基幹統計調査です。
調 査 事 項

　従業者数などの基本的な項目のほか、売上高や費用などの経理事項等
調査の方法 　次の二つの方法で行います。

○調査員による調査
　　対象：支社等のない事業所および新設された事業所
　　…都道府県知事が任命する調査員が訪問して調査します。
　　　調査票は平成 ２４ 年１月末日までにお届けします。
　　　２月１日以降に提出をお願いします。
○国、都道府県および市による調査（直轄調査）
　　対象：�支社等を有する企業（企業の本社等に調査票を一括して送付し、企業全体の数

字とともに支社ごとの従業員数や売上額等についても回答していただきます）、
　　　　　一定規模以上の製造業の事業所、純粋持株会社
　　…国、都道府県および市が民間事業者を通じて郵送で調査します。
調査結果の利用

　国の各種行政施策をはじめ、地域行政のための基礎資料として利用されます。
　例えば…○国内総生産（GDP）、都道府県民所得等の推計
　　　　　○地方消費税の交付　　○地域の産業振興や商店街活性化のための施策
　　　　　○工業団地開発計画、企業誘致施策のための基礎資料
　　　　　○各種補助金を交付するための基礎資料　○温室効果ガス排出量の算定　など

　今回の調査は、わが国の経済活動への震災の影響を産業別、地域別に把握でき
る唯一の統計調査となり、調査結果は今後の復興の状況を確認するための貴重な
資料となります。ご多忙中とは思いますが、調査にご回答いただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。
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　東市来地域美山地区の玉山神社のふもとに、薩
さ つ

摩
ま

焼
や き

創
そ う

祖
そ

と
される朴平意の記念碑があります。
　朴平意は朝鮮で生まれました。豊臣秀吉の朝鮮出兵で、朝
鮮に渡った島津義弘に同行して薩摩に来ました。慶長３年

（1598）に薩摩に上陸した平意は、最初は串木野に窯を造り
ましたが、うまくいかず、５年後に苗

な え

代
し ろ

川
が わ

（現在の美山地区）
に移りました。平意は良質の土を求めて藩内をくまなく探し、
やっと霧島山中・指宿・加世田等で白

は く

土
ど

や薬
や く

石
せ き

の類を発見し
ました。こうした原料を見つけて焼くことを繰り返し、苦心
の末、やっとのことで良質の陶器を作ることができました。
早速これを藩主に献上すると、藩主は大いに喜び、平意に清

せ い

右
う

衛
え

門
も ん

の名を与え、苗代川の初代の庄屋を命じたとされてい
ます。
　それ以後、苗代川は、薩摩藩内における薩摩焼の最大の生
産地として発展しました。美山地区は現在でも薩摩焼最大の
生産地です。

　
「
わ
た
し
は
、
宇
宙
飛
行
士
に

な
り
た
い
」

　
そ
の
よ
う
に
母
に
言
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
わ
た
し
は

体
育
も
得
意
で
な
い
し
、
今
で
は

ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
る
の
は
怖
い
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
わ
た
し
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

を
作
っ
た
り
、
打
ち
上
げ
た
り
す

る
人
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
何

千
枚
も
の
設
計
図
か
ら
で
き
て
い

て
、
そ
の
図
面
通
り
に
様
々
な
部

品
を
作
り
、
熱
な
ど
に
た
え
ら
れ

る
か
な
ど
を
テ
ス
ト
し
て
か
ら
宇

宙
に
飛
び
立
ち
ま
す
。
ま
た
飛
ぶ

こ
と
だ
け
を
考
え
、
よ
り
小
さ
く

軽
く
作
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
こ
と

は
ま
だ
ま
だ
く
わ
し
く
知
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
宇
宙
の
こ
と
が
好
き

だ
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
ち
続

け
、
勉
強
す
る
こ
と
で
夢
に
近
づ

い
て
い
き
た
い
で
す
。

　
い
つ
か
、
わ
た
し
も
だ
れ
か
を

乗
せ
て
宇
宙
に
飛
び
立
つ
ロ
ケ
ッ

ト
を
作
り
ま
す
。
わ
た
し
の
夢
を

ロ
ケ
ッ
ト
に
の
せ
て
。

住
吉
小
学
校
　
六
年
　
小こ

島じ
ま　

凪な
ぎ

紗さ 

さ
ん

77

朴
ぼく

平
へい

意
い

記念碑（東市来地域）

朴平意記念碑

270

3

美山

美山陸橋

↓至加世田

江口
蓬菜館

江口浜

JR鹿児島本線

南九州西回り自動車道

ひがし
いちき

24

夢
を
ロ
ケ
ッ
ト
に
の
せ
て

『絵手紙』
末
すえ

吉
よし

　幸
さち

子
こ
さん（64歳） 伊集院町麦生田

　高校時代の友達から絵手紙をもらったこと
が、私が絵手紙の世界に興味を持つきっかけ
でした。こんなすてきな絵手紙を自分もやっ
てみたいなと思っていたところ、ちょうど絵
手紙の公民館講座募集があり参加しました。
今年で絵手紙を始めて２年目になります。
　絵と文字のレイアウトバランス、絵の色の
ぼかし具合などは非常に難しい部分ですが、
いろいろチャレンジして自分の思い通りにできた時は、言葉で
は言い表せない達成感があります。
　公民館講座は、来年の３年目で終わりになってしまいますが、
とても楽しい絵手紙をこれからもずっと続けていきたいと思い
ます。
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，３０１人（▲３９）
　男　　　２４，０４０人（▲  ５）
　女　　　２７，２６１人（▲３４）
世帯数　　２２，５６０　（▲３３）
1月１日現在（　）は前月比
東市来地域　１２，４０２人
伊集院地域　２４，６８７人
日吉地域　　  ５，４０６人
吹上地域　　  ８，８０６人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「成人としての門出」
　社会に一人前として認められる二十
歳。門出を祝う成人式が、１月３日に伊
集院文化会館で行われました。参列者は
旧友との久しぶりの再会に喜んでいまし
た。

No.81 平成24年1月号
　　　　　　　　2012. 1.2 7発行 皆

様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
良
い
お
正
月
を
お
過
ご
し
に
な

ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
自
分
は
徳

重
神
社
に
家
族
三
人
で
初
詣
に
行
き
ま

し
た
。
初
詣
と
い
え
ば
お
み
く
じ
。
家

族
を
代
表
し
て
引
い
た
結
果
は
…
…
な

ん
と
大
吉
！
良
い
年
に
な
り
そ
う
で

す
。
と
い
う
か
お
み
く
じ
で
一
年
の
運

を
使
い
果
た
し
て
な
い
で
す
よ
ね
？

笑
。
皆
様
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か

▼
さ
て
話
変
わ
り
ま
し
て
今
回
特
集
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
成
人
式
。
自
分
は
も

う
５
年
前
。
取
材
を
し
て
い
て
だ
い
ぶ

昔
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
▼
新
成
人
が

同
じ
新
成
人
の
た
め
に
贈
る
成
人
式
。

自
分
が
参
加
し
た
時
に
は
、
陰
で
同
じ

新
成
人
の
方
が
頑
張
っ
て
い
て
く
れ
た

こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
取
材
を

通
し
て
裏
側
を
知
っ
た
時
、
と
て
も
温

か
い
気
持
ち
に
包
ま
れ
た
気
が
し
ま
し

た
。
実
行
委
員
の
方
々
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
そ
し
て
自
分
の
成
人
式
の

時
の
実
行
委
員
の
方
々
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
▼
今

年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
皆
様

の
笑
顔
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

編
集
た

い
む

市税の納付は、便利で確
実な口座振替を利用しま
しょう！
あなたの預貯金口座のあ
る金融機関へお申し込み
ください。
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十
二
月
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付
分
（
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称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
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　（
保
護
者
）（
自
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会
）
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一
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友
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児
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熊
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児
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浜
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付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

家
村
富
美
子　
　
92　
郡
下

加
世
田
敦
子　
　
71　
妙
円
寺
五
区

門
松　
ノ
ブ　
　
92　
中
央
通

山
口　
カ
子　
　
94　
城
山

内　
ヱ
ミ
ヱ　
　
83　
古
城

北
之
園
シ
ヅ
子　
84　
下
神
殿
二
区

加
治
木
賴
子　
　
81　
城
山

井
上
ト
シ
子　
　
82　
恋
之
原

迫
田　
正
人　
　
84　
妙
円
寺
二
区

佐
伯　
四
男　
　
75　
銀
天
通

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

福
田　
ミ
ヱ　
　
86　
駅
前

比
良　
辰
夫　
　
73　
江
口

葊
盛　
フ
ミ　
　
89　
中
伊
作
田

松
下　
勝
洋　
　
69　
駅
前

米
澤　
成
人　
　
94　
高
山

德
留　
サ
チ　
　
86　
田
代

松
尾　
ミ
子　
　
107　
中
央

濵
﨑
香
代
子　
　
55　
神
之
川

奥　
　
成
子　
　
54　
江
口

永
山　
實
義　
　
79　
永
山

森
薗
ト
シ
子　
　
75　
元
養
母

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

内
山　
寛　
　
　
50　
日
新

下
田
平
フ
ミ　
　
89　
扇
尾

井
上
フ
ヂ
ヱ　
　
93　
北
区

丸
山　
文
雄　
　
83　
日
置
麓

田
中　
ク
ガ　
　
94　
草
見

石
塚
キ
ヌ
子　
　
81　
八
幡

山
本　
清
子　
　
79　
八
幡

山
口
婦
喜
子　
　
66　
帆
之
港

内
山　
藤
繁　
　
78　
日
新

冨
ヶ
原　
勉　
　
65　
北
区

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

今
元　
道
雄　
　
84　
上
田
尻

秋
葉　
文
子　
　
81　
西
原

榮
福
ハ
ツ
ミ　
　
90　
下
草
田

石
塚　

志　
　
84　
浜
田

堤　
キ
ク
エ　
　
90　
中
田
尻

池
田　
宗
雄　
　
90　
東
宮
内

栫
井　
ミ
エ　
　
94　
中
和
田

山
口　
好
子　
　
74　
坊
野

小
寺
滿
里
子　
　
78　
南
宮
内

有
馬　
綾
子　
　
66　
今
田

森
田　
善
弘　
　
91　
小
牧

前
野　
勝
男　
　
85　
苙
岡

横
山　
ミ
チ　
　
93　
浜
田

福
田　
秀
史　
　
65　
小
牧

安
部　
豊
吉　
　
90　
南
湯
之
元

若
松　
直
樹　
　
32　
東
本
町

山
之
内
ア
ツ
エ　
97　
中
田
尻

下
水
流
サ
チ　
　
96　
川
中

※
訂
正
と
お
わ
び

　
広
報
ひ
お
き
11
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
Ｐ
11　

う
た
ご
よ
み　

奴
草
俳
句
会

　
誤　

�

閉
枝
の
銀
杏
拾
う
老
婆
か
な　

大
庭
正
道

　
　
　

 

↓

　

正　

�

閉
校
の
銀
杏
拾
う
老
婆
か
な　

大
庭
正
道


